『父』
父は８６歳。多趣味で字を書く事も得意だった父も病気の治療で手の痺れがあり、思うような字が書けなくなっている。実家には、以前父が書いた字と地蔵の絵が飾ってある（行くたびに替わっている）。父の書いた字や絵を見るたびに、なんだかほっこりする。ポジティブな父だが時々体力や治療のしんどさをポツリと言う事がある。そんな時、何と言っていいかわからなくなることがあるが、大好きな父との何気ない時間がまだまだ続く事を願っている。
居宅介護支援事業　Ｎ

